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〔概 要〕本報告は 、1994 年4 月か ら1997年 3月 まで 派遣 され て い た 北 京 日本人 学校に お け る コ ン ビ

ュ
ータ導入の 過程 と、1996 年 3月か ら接続 された イ ン ターネ ッ トを利用 して の 実践報告 。そ の 実践 を

通 じて 、海外に ある在外教 育施設 の イ ン タ
ーネ ッ トの 今後の方向性 を探る もの である。

1　 は じめに

　1994 年 4月、私が北京 日本人学校に派遣 され

た ときに は、NEC の PC・9801 が 7台設置され 、

主 に 、ワ
ー

プ ロ 及び事務用 と して コ ン ヒ ュ
ータ

が 使用 され て い た。

　中国で は、改革 ・開放路練が浸透 しつ つ あ

り、El本企業の 進出 は 目覚ま しい もの が あり、

天安門事件後 も進 出企業数は増加 の
一途で あ っ

た一その ため 、 中国の 日本人学校 の 生徒数は 増

加の
一

途 に あ り、北 京日本人学校で は、それ に

対応す るため、校舎 の 増 築 を余儀な くさ れ て い

た、1994 年当時で北京目本人学校は中学部3学

級 、小 学部12 学級で 、児童生徒数は380 人，、余

裕教室が 1教室 もない 状態で あ っ た。

　そ の 増築計画の 中で 、ひ と り1台の コ ン ピ

ュ
ー

タ
ー室設置計画があ り、 1995年 「コ ン ピ

ュ
ー

タ導入検討委員会」が校内に 設け られ、私

もそ の ．一員と して 参加 した，

ll　 コ ン ピュ
ータ室設置に 向けて

　 「コ ン ピ ュ
ー

タ導入検討委員会」の 役割は、

1． 導入機種を決 める。

2．教 育に お ける コ ン ピ ュ
ー

タ利用を考える ．

3， コ ン ピ ュ
ータ室 の 配置設計を行 う。

4，教育課程の 資科 を収集 し、そ れ に基づ い

て、使用ソ フ トを研究す る。

5， 職員 に コ ン ピュ
ー

タ研修 を行う．

こ とで あ っ た 。

　幸 い 、前年度派遺 の教員に コ ン ピュ
ータ に詳

しく、実践経験 もある 人がお り、相談 しなが ら

進 めた tt

　初年 度は、Wlnd 。ws95 がち ょ うど発表 され る

年で あり、それ だ けに新 しい コ ン ピュ
ー

タに 対

する期待は大きか っ たが 、 海外に お い て は
、 情

報 も少な く、学校に届け られ るカタ ロ グにお い

て は 、ほ とん どDOS 、　 TOWNS の もの であ り、

マ ル チ メ デ ィ ア に対応す る もの が大変少 なか っ

たの で 、困惑 して い た 。

　まず、い ろ い ろな企業に協力をお願い した 。

日本企業で は、NEC と富士通、両社 とも通信と

大型 コ ン ビ v、一タ の 関係の 技術者が派遣され て

い る事務所があ り、パ ソ コ ン 関係は営業の 人 し

か派遣 され て い なか っ たが 、快 諾 を受け 、研修

会を校内で 行う こ と とな っ た。

　 もう一方で 、 日本の 教育関係者の 方にお願 い

し、資料 を送 っ て も らっ た りした。特に、京都

教育大の 林先生、滋賀県の 佐 々 木先生には、多

くの 資科 をい た だ い た 。

　最終的 に 「コ ン ピ ュ
ー

タ導入検討 委員会」で

検討 した結果、中国で 主流 で あ る PC・AT 互 換機

（COSV 機）を販売 して い る会社 の 機種に 決定し

た e

田　 イ ン タ
ー
ネ ッ トの利用

　 1995 年か ら B本で の イ ン タ
ーネ ッ トの ブ ーム

を受け、日本の 雑誌に情報が た くさん 載せ られ

る よ うに な っ て 来た の で 、北 京日本 人学校で も

導 入 を検討 し 始めた。

　そ の 当時は、日 本 の 郵政省に 当たる郵電部が
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郵電局 （電報電 話局）をプ ロ バ イダ
ーとして イ

ン タ ーネ ッ トを始め て い たの で 申し込んだが 、

「待 っ て くれ 」との こ と、情報公 開を良 しとし

ない 中国当局が 制限して い る と思 っ て い たが 、

そ うで はな く、機器 を充実させ て い た ため待た

され て い た こ とが 後 に な っ て 分か っ た。

　 よ うや く、1996 年3月 26 日、郵電 局の 係員が

や っ て きて くれ 、接続 ソ フ トを設定 して くれ

た 。
’2

　 5 月 に は 早 速研 修会 を開 き全教職員が 使え る

よ うに した 。 6 月に は 、TBS ラ ジ オ の 「子 ども

電 話相談室」か ら、電子 メ ール を使 っ た特集を

す るの で 協力 して 欲 しい との 要請が あ っ た 。 こ

の と りくみ の 中で 広 く教職員や児童生徒に 浸透

して い っ た 。

　海外 日本人学校 に お け る イ ン ターネ ッ トの 利

用 に つ い て 、以下 の よ うな利点が ある 。

1． 遠 く日本か ら離れ て い て も、日本 の情報が

　 リ ア ル タ イ ム で 入手で きる こ と。

2， 手紙で あれば返事が 来る まで 相当の 時間が

　かかるが 、　（北 京で普通 の 航空便で約 2週
　間）電 子 メ ー

ル で あれ ば 、そ の 日の うちに返

　事 を受 ける こ と も拠来る 、

3， B 本 で 論議されて い る教育問題 も掲示板で

　見る こ とが 出来る。

4． ホ
ーム ペ ージ が あれば、海外 H本 人学校の

　情報を世界の 人た ちに知 っ て もらうこ とが 出

　 来 る 。

5．編入 者 に 向け て 必 要書類や、必要教具 を知

　 らせ る こ とが 出来る ．．

こ うい っ た こ とは、日本国内に お い て も同 じこ

と が い える が 、海外に お い て は そ の 利点が大 き

い ，

　その 後、子ど もの情報交換ベ ージ を通 じて の

電子 メ
ー

ル の 交換、日本の 学校 との 電子 メ
ー

ル

交換を行 っ た L

メ ル ボ ル ン 目本人学校 （オ
ー

ス トラ リア ）、

ア テネ 日本 人学校 （ギ リシ ャ）、

ブ ラ ッ セ ル 日本 人学校（ベ ル ギ
ー

）

マ レ
ー

シ ア ・ク ア ラ ル ン プ ー
ル 日本 人学校が

ホ
ー

ム ペ ージ を持 つ 。 また、ア メ リカ合衆国 で

5 校の 補 習授業校がホ
ーム ペ ージ を持 っ てい

る。

　文部省では 、毎年 コ ン ピュ
ー

タの 利用 とイ ン

タ
ー

ネ ッ ト導入調査が行 い 、96 年度 （平成 8年

度）末に は、イ ン タ
ーネ ッ ト導入 に つ い て 、必

要 な機器及び備品 に つ い て 調査があ り、それ に

対 して補助金 が 出る とい うこ とで あ っ た，ま

た、イ ン タ
ー

ネ ッ ト導入が で きな い の は
、 どう

い う理由か らで あ るか 、 と い う調査 項 目もあ っ

た 。 こ の よう に 、 文部省 は積極 的 に日本 人学校

の イ ン タ
ー

ネ ッ ト環境 を整えようと して い る 、

V 　結 び

　海外 の 日本 人学校の イ ン タ
ーネ ッ トは条件の

整 っ て い る と こ ろ か ら少 しずつ 展 開 され て い

る。情報公開条例に縛 られ る こ とが な い の で、

今後 も充実 され て くるであ ろ うが 、やは り、H

本で の 教育環境 を大 き く反映す る す る と こ ろ で

あるの で 、日本で の 状況が 良 くな らな い と進ま

な い と こ ろ が ある 。 特に 、コ ン ビ ） 、一タ教 育を

も熟知 した人 の 派遺が望 まれ る 、．

　今後、東京工 業大学の 赤掘研究室に 開 か れ て

い る ホ ー
ム ヘ ージ 「日本人学校 プ ロ ジ ェ ク ト

’31 を中心に して 、日本人学較どうし、及び 口

本の小中学校 との 交流が進 め られ て い くと考え

られ る 。

W　 日本人学校の イ ン タ
ー

ネ ッ ト利用の現

　　状

　97 年6月末時点で 、

ナ イ ロ ビ 日本人学校 （ケ ニ ア ）、

ジ ャ カ ル タ日本 人学校 （イ ン ドネシ ア）、

シ ン ガポ
ー

ル 日本 人学 校、

’2　 北 京 日本 人学校

3　 日本入学校 プ ロ ジ ェ ク ト

e
・
血 ail ： lsb＠public3、bta，ne し．Clt

：http：！／ www ．ak ，cradle ．titech．acjp ／r奩9P
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